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静岡大学市民開放授業募集要項

1 市民開放授業の概要
─市民開放授業とは
■定義
　静岡大学市民開放授業は、静岡大学の学生が受講している正規の科目の一部を一般市民の方に開放するも
ので、生涯学習に対する社会的要請に応えるとともに、本学と地域社会の連携をより一層深めていくことを
目的としたものです。

■特長
◇高等教育レベルの高度で体系的、先進的な内容を受講することができます。
◇大学の正規の授業科目を開放することから、大学での授業を理解するだけの学力を有していることを前提
としています。ただし、高等学校などの卒業証明書の提出は必要ありません。
◇大学の正規の授業科目を受講していただきますが、単位の認定は行いません。したがって、単位認定試験
は行いません。また、修了証明書等の発行も行いません。
◇静岡大学の正規学生と一緒に受講していただきますので、若い世代の学生と交流をもちながら、学ぶこと
ができます。また、静岡大学の学生や教員も、市民の方が授業に参加することで刺激を受け、授業を活性
化することを期待しています。

	実施形態
■開放科目
◇17ページからの「市民開放授業科目一覧」をご覧ください。

注意
①市民開放授業科目一覧に掲載されていない科目は受講できません。
②夜間主コース及び大学院は開放しません。
③一部の「演習科目」も開放しますが、卒業研究の発表等のため、授業を行う日程（曜日等）が

急遽変更になる場合があります。

■開講期間・授業回数

前期開講期間　2011年4月8日（金）～7月28日（木）
通年開講期間　2011年4月8日（金）～2012年2月7日（火）

◇講義の回数はおおむね半期14回ですが、科目によって回数が異なる場合があります。
◇市民開放授業では単位認定をしませんので、単位認定試験などの時間は、講義回数に含まれません。
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1  市民開放授業の概要

■時間割
◇授業時間は、次のとおりです。

時限 1・2 3・4 5・6 7・8 9・10

時間
8:40

～
10:10

10:20

～

11:50

12:45

～

14:15

14:25

～

15:55

16:05

～

17:35

■難易度
◇市民開放授業科目の難易度は、授業の内容に応じて、次の4段階に区分しています。ご自分の実力に適し
た授業をお選びください。

（Ａ）		入門的な内容で、高校卒業程度の学力を必要とします。〈大学1年次対象の授業に相当します〉
（Ｂ）	 より進んだ内容であり、当該専門分野についての一定の基礎知識が必要となります。〈大学2～

3年次対象の授業に相当します〉
（Ｃ）		高度な内容であり、当該専門分野について系統立った学習がなされていることを前提とするも

のです。〈大学3～4年次対象の授業に相当します〉
（Ｄ）		専門的な知識が必要なため、受講登録にあたり担当教員と面談を行います。〈大学3～4年次対

象の授業に相当します〉

■募集人員
◇1科目につき若干名とします。
◇正規の授業の一部を開放し、本学の学生と一緒に受講していただくため、本学の学生だけで講義室の収容
人員を超える場合や、同じ科目に多数の応募があった場合には、受講できないことがあります。
◇演習については、「難易度」に記載したとおり、専門的な知識が必要であり、かつ、担当教員と面談を行
うため、応募者が少ない場合でも、受講できないことがあります。

■受講資格
◇どなたでも受講できます。

■受講料
◇受講料は、17ページからの「市民開放授業科目一覧」に記載されていますので、ご確認ください。

■テキスト
◇授業で使用する教科書等は、担当教員の指示に従って、受講者ご自身でご用意ください。生協書籍部で取
り扱っています。
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静岡大学市民開放授業募集要項

2 受講までの流れ
─STEP1　募集要項・授業案内（シラバス）を手に入れる
◇募集要項・授業内容（シラバス）については、下記のいずれかの方法で入手してください。
①葉書・電話・FAX・メールでの請求
　生涯学習教育研究センターまでご連絡ください（連絡先は次ページ参照）。折り返し必要書類をお送りし
ます。

②来学での請求
　生涯学習教育研究センターまでお越しください（P14のキャンパス案内図参照）。受付時間は平日の9:30
～16:00です。

③インターネットからダウンロード
　静岡大学生涯学習教育研究センターのウェブサイト（http://www.LC.shizuoka.ac.jp/）より、必要書
類をダウンロードしてください。

④静岡市産学交流センター（B-nest）にて入手
　静鉄新静岡駅前にあるペガサート6～7階の静岡市産学交流センター（B-nest）［静岡市葵区御幸町
3-21］にて3/24（木）より配布します。

─STEP2　受講したい授業を決める
◇募集要項と授業内容（シラバス）をよく読んで、受講したい授業を決めてください。
◇受講できる科目数は、半期10科目までです。

─STEP3　興味のある授業を試聴し、受講科目を確定する
◇試聴とは、受講生が受講科目を決定する際に、授業の概要を確認していただくために設定しているもので
す。試聴期間中、開放する授業科目の講義は、自由に試聴できます。途中入退出も可能です。試聴期間内
に受講科目を確定してください。

試聴期間　2011年4月8日（金）～4月14日（木）

◇試聴期間内に希望の授業に出席し、担当教員から承認印を貰ってください。承認印がないと受講できませ
ん。必ず受講料を振り込む前に印またはサインを貰ってください。

─STEP4　必要書類を提出する［提出期限4月21日（木）］

◇受講希望者は、下記書類をとりそろえて、生涯学習教育研究センターへ郵送してください（送付先は次ペー
ジ参照）。
①受講申込書（担当教員の承認印が押印済みのもの）※6科目以上受講する場合は、受講申込書をコピー
してください
②運転免許証等の身分（氏名、住所等）を証明できる書類の写し
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2 	受講までの流れ

③誓約書（以前に受講された方は不要）

受講申込期間　2011年4月8日（金）～4月21日（木）※締切日必着

◇生涯学習教育研究センターに直接お持ちいただいても結構です。受付時間は平日の9:30～16:00です。
◇浜松キャンパスでは受け付けていませんので、生涯学習教育研究センターまで郵送にてお願いします。

─STEP5　受講料を納付する［払込期限4月25日（月）］

◇郵便局で、「払込取扱票」により受講料を振り込んでください。払込取扱票は、この募集要項の末尾につ
いています。

受講料払込期間　2011年4月8日（金）～4月25日（月）※払込期限

◇納入した受講料は、理由のいかんを問わず返還はできません。ご注意ください。
◇受講生が授業で使用するテキスト代や授業に係るその他の費用は、受講生の負担となり、受講料とは別と
なります。
◇休講等により担当教員の承認印が遅れている場合など、特別な事情があり期限までに払込できない場合は、
必ず生涯学習教育研究センターまでその旨ご連絡ください。

─STEP6　受講証を確認する
◇申込手続きが完了次第、受講証が送付されますので、手元に届き次第、確認してください。
◇受講証は、来学の際には必ず携帯してください。
◇申込みされてから受講証が手元に届くまでの間は、担当教員に「受講証は、発行手続き中である」旨を伝
えて、受講してください。

─受付・問い合わせ先
■申込手続関係

静岡大学生涯学習教育研究センター（理学部Ｂ棟1階）
☎054-238-4817　e-mail：LLC@ipc.shizuoka.ac.jp
（住所）〒422-8529	静岡市駿河区大谷836

■授業関係

［静岡キャンパス］
　静岡大学教務チーム教育企画担当（共通教育A棟2階）☎054-238-4252

［浜松キャンパス］※授業実施期間中のみ
　工学部教務係・教養教育（合同棟1号館1階）☎053-478-1006

※お問い合わせの前に、必ずP8の「よくある質問Q&A」をお読みください。
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静岡大学市民開放授業募集要項

3 受講に際して
─通学方法

■自動車での通学
◇自動車での通学は、原則としてできません。学内に十分な駐車スペースがないこと、学内の交通安全と教
育・研究環境を確保する必要があることなどから、公共交通機関をご利用ください。これに違反したトラ
ブルや事故が起きた場合、大学側では責任を負いかねますので、ご了承ください。
◇ただし、身体に障害があるなど特別な理由がある場合には、駐車許可書を発行していますので、生涯学習

教育研究センター（連絡先はP5）までご相談ください。また、近隣の駐車場の紹介・斡旋は行っていません。
■自転車・バイクでの通学
◇自転車・バイクでの通学は可能です。ただし、学内への乗り入れは禁止されていますので、必ず指定の駐
輪場に置いてください。浜松キャンパスへ自転車、バイクで通学される方は、予め工学部教務係（教養教育）
窓口までご連絡ください。
◇ただし、身体に障害があるなど特別な理由で学内の移動が困難な場合には、駐車許可書（自転車は不要）
を発行していますので、生涯学習教育研究センターまでご相談ください。

■学割の利用
◇通学定期券、通学用割引回数券、学生専用バスカードの購入など学割の利用はできません。購入の際に必
要な「学校学生生徒旅客運賃割引証」、「通学証明書」または「在学証明書」等の発行ができないためです。

─休講・補講・教室変更等の連絡
■授業に関する情報
◇急遽決定した休講、補講、教室の変更等、授業に関する情報は、各キャンパスにある開放授業受講生専用
の掲示板にてお知らせしますので、来学の際は、必ず市民開放授業用の掲示板をご覧ください。場所は、
静岡キャンパスは共通教育L棟掲示板、浜松キャンパスは事務部棟掲示板です（P14～15参照）。
◇現時点で教室が未定の授業は、教室決定後掲示します。また、授業開始直後は、急な教室の変更がある可
能性がありますので、ご留意ください。

■休講情報
◇受講申込書に記載していただくE-mailアドレスへご連絡します。ただし、E-mailアドレスをお持ちでない
方は電話でご連絡します。急な休講の場合もありますので、携帯電話など連絡が取りやすいものを記入す
ることをおすすめします。
◇大学のホームページには、休講等の連絡を掲示しているページはありません。
◇大型の台風上陸など、大学全体で休講となる場合のみトップページに掲載されることがあります。
自宅を出る前に天候不良などで開講されるかどうか心配な場合は、教務チーム教育企画担当（☎
054-238-4252）までお問い合わせください。

─学生生活
■図書館の利用
◇受講生は、図書館をご利用いただけます。市民開放授業の受講生には、受講証とは別に図書館利用票を発



7

3 	受講に際して

行します。図書館利用票は受講する授業が開講されるキャンパスの図書館カウンタで受け取ってください。
◇利用方法は「図書館の利用について」（P11～13）を参照してください。
◇市民開放授業受講者には、受講申込時に生涯学習教育研究センターで手続きを行いますので、受講生自身
での手続きは不要です。開館日･時間等は、図書館カウンタか下記まで直接お問い合わせください。

静岡大学附属図書館静岡本館　☎054-238-4479
静岡大学附属図書館浜松分館　☎053-478-1391

■福利厚生施設の利用
◇受講生は、大学内の売店、食堂、生協等の福利厚生施設を使用することができます。ただし、生協については、
書籍・テキスト、CDなど、一部商品につき組合員の割引価格が設定されています。組合員価格での購入
には、組合員証の提示が必要となり、組合員証の交付には出資金等の手続きが必要です。組合員でない方
には、定価販売となります。詳しくは、下記の「静岡大学生活協同組合」まで直接お問い合わせください。

静岡大学生活協同組合静岡キャンパス　☎054-237-2712
静岡大学生活協同組合浜松キャンパス　☎053-473-4627

─その他
■受講生の呼び出し
◇受講生の呼び出しには対応できませんので、あらかじめご了承ください。また、授業中は携帯電話の電源
をお切りください。

■受講生の義務
◇受講生は授業を受講するにあたって、授業担当教員及び本学関係者の指示に従うとともに、私語を交わし
たり、騒音を発したり、その他講義を妨害するような行為をしてはいけません。

■受講の停止
◇受講生が、本学の秩序を乱したり受講生としてふさわしくない行為があった場合は、受講停止とすること
もあります。受講停止とされた場合であっても、既納の受講料は返還いたしません。

■損害賠償
◇受講生が故意または不注意により本学の施設、設備等を破損したときは、速やかに届け出るとともに、自
己の責任においてこれを原状に回復し、またはその損害を賠償しなければなりません。
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静岡大学市民開放授業募集要項

4 よくある質問 Q&A
─受講手続きについて

Q1 受講資格は定められていますか？高等学校の卒業証明書などの提出は必要ですか？
（A）大学の正規の授業科目を開放することから、大学での授業を理解するだけの学力を有していることを
前提としていますが、特に受講資格は定めていません。また卒業証明書などの提出も必要ありません。

Q2 希望する授業についていけるか心配です。具体的な難易度を教えてください。
（A）難易度については、募集要項、授業内容（シラバス）に記載してありますのでそちらを参考にしてく
ださい。また試聴期間中、開放する授業科目は自由に試聴することができますので（途中退出も可）、
期間内に各自でご判断ください。

Q3 受入可能人数が若干名となっていますが何名ですか？申込多数の場合の選考方法を教えてください。
（A）受入人数や希望者多数の場合の選考方法については、担当教員に一任しておりますので、各授業によっ
て異なります。希望する授業の担当教員に直接おたずねください。

Q4 どうしても初回の授業に出席できません。承認印は貰えませんか？
（A）試聴期間内に受講した人が優先となりますが、授業によっては定員に達していない場合、承認される
こともありますので、担当教員に直接事情を話して相談してください（2回目の授業の時、または授業
内容（シラバス）に記入されているオフィスアワーを利用）。

Q5 初回の授業が休講でしたがどうしたらいいですか？書類の送付が申込期間内に間に合わないと受講でき
ませんか？受講料は先に振込んだ方がいいですか？

（A）初回の授業が休講の場合、次回の授業が1回目の授業になりますので、その時に承認印を貰ってくだ
さい。その場合には手続きが遅れても構いません。受講料は、必ず承認印を貰ってからお振り込みくだ
さい。ただし、書類の送付及び受講料の振り込みが遅れる場合は、必ず生涯学習教育研究センターまで
その旨ご連絡ください。

Q6 受講に必要な書類は何ですか？昨年度受講していますが、変更はありますか？
（A）提出していただく書類は以下の3点ですが、以前に受講された方は、③の誓約書は不要です。

①受講申込書（担当教員の承認印が押印済みのもの）
②運転免許証等の身分（氏名、住所等）を証明できる書類の写し
③誓約書

Q7 申込受付は郵送のみですか？
（A）直接大学にお持ちいただいても結構です。9:30～16:00	の間でお願いします。受付場所は、下記の
通りです。なお、浜松キャンパスでは受付しておりません。授業内容（シラバス）も下記で配布しています。

生涯学習教育研究センター（静岡キャンパス理学部B棟1階）
〒422-8529	静岡市駿河区大谷836　☎054-238-4817
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─受講料について

Q8 受講料の他に入学金は必要ですか。
（A）必要ありません。

Q9 受講料にテキスト代は含まれますか。
（A）含まれません。授業に必要な図書・テキスト等は受講者の負担となります。指定された教科書は、生
協書籍部で販売していますので、各自で購入してください（P7参照）。

Q10 銀行振込や現金書留での支払いは可能ですか？直接現金を大学に持参してもいいですか？
（A）お支払い方法は郵便振込のみです。大学に現金をお持ち頂いてもお預かりすることはできません。

Q11 振込受領証やそのコピーは送付しなくていいのですか？
（A）受講料の振込みは大学側で確認できますので、受領証やそのコピーの送付は不要です。受領証は、控
えとして各自で保管してください。

Q12 受講を取りやめたいのですが、入金した受講料の返還はできますか？
（A）納入した受講料については理由のいかんを問わず返還できません。P17からの開放科目授業一覧の
受講料を十分確認の上、お振り込みください。また、教員の承認印がないと受講できませんので、必ず
印を貰った後にお振り込みください。

─授業について
Q13 レポートや課題の提出、単位認定試験は受けなければいけませんか？受けてはいけませんか？
（A）市民開放授業は単位の認定を行いませんので、原則としてレポートの提出やテスト、単位認定試験受
験の必要はありません。ただ、これは提出、受験してはいけないということではありませんので、担当
教員と相談、了承の上でしたら問題ありません。ただし、その場合も単位の取得はできません。

Q14 授業内容（シラバス）の内容と、実際の授業内容、進度が違うのはどうしてですか？休講になった回
はすべて補講が行われますか？

（A）授業内容（シラバス）の内容はあくまで授業の予定や計画ですので、各担当教員の判断により、実際
の授業とは内容や進度が異なる場合があります。また、講義の回数についても、おおむね半期（週1）
14回、通年29回となっていますが、これもあくまで目安ですので、各授業によって実際に開講される
回数は異なります。休講や補講についても、各担当教員の判断となります。あらかじめご了承ください。

─その他
Q15 授業終了後、受講証は返却しなければいけませんか？
（A）返却の必要はありません。

Q16 後期も受講予定ですが、改めて後期の説明会に出席しなければいけませんか？
（A）受講手続き方法などには大きな変更はありませんので、特に出席していただかなくても構いません。
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ただ、提出書類の書式は、前期と後期では違いますので、改めて募集要項・授業内容（シラバス）を入
手してください。

Q17 市民開放授業に関する問い合わせ・連絡先を教えてください。

＜申込手続きに関する問い合わせ及び申込書送付先＞
　生涯学習教育研究センター　☎054-238-4817　e-mail：LLC@ipc.shizuoka.ac.jp
　（住所）〒422-8529	静岡市駿河区大谷836

＜休講・補講、教室、授業内容に関する問い合わせ先＞
　静岡キャンパス：教務チーム教育企画担当　☎054-238-4252
　（住所）〒422-8529	静岡市駿河区大谷836
　浜松キャンパス：工学部教務係・教養教育　☎053-478-1006		※授業実施期間中のみ
　（住所）〒432-8561	浜松市中区城北3-5-1

（A）
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5 図書館の利用について
　静岡大学附属図書館は、静岡キャンパスの本館、浜松キャンパスの浜松分館から構成され、そこには数多
くの学習書や専門書、学術雑誌が所蔵されています。受講する科目についてさらに学習するため、あるい
は生涯学習のため、この機会にぜひ附属図書館を利用してみてください。図書館のホームページ（http://
www.lib.shizuoka.ac.jp/）でも図書館サービス内容をご覧いただくことができます。

─資料案内
◇静岡大学附属図書館では、本館に94万冊の図書と14,000タイトルの雑誌、浜松分館に26万冊の図書と
2,500タイトルの雑誌を所蔵しています。その他にも、視聴覚資料、特別コレクション、マイクロ資料
等があります。
◇これらの資料は図書館の閲覧室、書庫内にありますが、研究室に備え付けられているものもあります。

─開館時間
◇平日…9:00～22:00（夏休み等の休業期間中は9:00～17:00）
◇休日（土・日・祝日等）…9:00～19:00

─休館日
◇年末年始（12月28日～1月4日）、大学入学試験日、その他臨時休館日（館内掲示、ホームページなどで
お知らせします）

─利用にあたって
■図書館利用票
◇必ず図書館利用票をご持参ください。入館・退館時に必要です。また、図書の貸出、ネットワーク使用の
手続きの際にも必要です。有効期限は発行した年度内となります。

■図書館利用票の受取方法
◇図書館利用票は市民開放授業受講申込後に発行します。受講する授業が開講されるキャンパスの図書館カ
ウンタで受け取ってください。なお、図書館利用票の発行は、受講申込から数日かかりますので、ご了承
ください。

─問い合わせ先
■静岡キャンパス
◇静岡大学附属図書館（本館）	情報サービス担当
　☎054-238-4479　e-mail：lib-infsrv@adb.shizuoka.ac.jp
■浜松キャンパス
◇静岡大学附属図書館浜松分館
　☎053-478-1391　e-mail：ohlib@ipc.shizuoka.ac.jp
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─サービス内容
◇平日17:00以降および休日の開館時は、窓口のサービス内容が縮小されますのでご注意ください。
◇浜松分館では2011年4月から7月上旬まで改修工事を行う予定です。工事期間中の対応につきましては、
館内や附属図書館ホームページに掲示しますのでご注意ください。

事項 静岡キャンパス（本館） 浜松キャンパス（浜松分館）

閲覧 館内3～5階の閲覧室にある図書・雑誌は
自由に利用できます。利用後は元の位置に
戻してください。

館内1、2階閲覧室にある図書・雑誌は自
由に利用できます。利用後は元の位置に戻
してください。

書庫内資料を利用する場合は、学内所蔵
検索（OPAC）で確認のうえ、「資料請求
票」に記入し、サービスカウンタに申し込
んでください。書庫内資料の出納時間は平
日9:00～19:00（休業期間中は平日9:00
～17:00、休日は出納なし）です。土日
に来館して書庫内資料を利用されたい場合
は、平日9:00～17:00に問い合わせ先へ
連絡をお願いします。

書庫内資料を利用する場合は、学内所蔵検
索（OPAC）で確認のうえ、カウンタに申
し込んでください。書庫内資料の出納時間
は平日9:00～17:00です。土日に来館し
て書庫内資料を利用されたい場合は、平日
9:00～17:00に問い合わせ先へ連絡をお
願いします。

研究室備付となっている資料は利用できません。

図書館内配架資料であっても一部ご利用できないものがあります。

貸出 5階閲覧室の図書、4階閲覧室の留学生用
図書および書庫内図書が対象となります。

1階閲覧室の図書、および書庫内図書が対
象となります。

参考図書（辞書・事典・統計類等）や雑誌・視聴覚資料の貸出しはできません。

貸出冊数は3冊まで、貸出期間は2週間です。

貸出を希望する図書と図書館利用票を持参
してサービスカウンタで手続きをしてくだ
さい。

貸出を希望する図書と図書館利用票を持参
してカウンタで手続きをしてください。

貸出し期間の延長（手続日よりさらに2週間貸出可能）は予約がない場合に限り、1度だ
け可能です。

返却 館内の学生用返却BOXまたはサービスカ
ウンタに返却してください。

カウンタ横のブックトラックに返却してく
ださい。

図書館閉館時は、正面玄関右脇の返却ポス
トに入れてください。

図書館閉館時は、正面玄関横のブックポス
トに入れてください。

返却期限日を過ぎると、遅れた日数分だけ貸出が停止されますのでご注意ください。
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事項 静岡キャンパス（本館） 浜松キャンパス（浜松分館）

館内コピー
機の利用

コピー機は4階閲覧室に2台設置していま
す（1台はプリペイドカード、1台はコイ
ン式）。

コピー機は1階閲覧室1階に2台設置してい
ます（1台はプリペイドカード、1台はコ
イン式）。

複写する時は、著作権法の定めに基づき以下のことに注意してください。
①図書館所蔵資料のみが対象です（自分のノート、レポート等は不可）。
②「複写申込書」に記入してから複写してください。
③複写、紙の補充などはセルフサービスでお願いします。
④1人1部、資料の一部分を複写できます。雑誌の最新号は複写できません。

料金は、白黒は1枚10円、カラーは1枚50円です（図書館では両替をしませんので、小
銭をご用意ください）。

レファレン
スサービス

レファレンスカウンタでは、図書館の利用
について、資料の探し方などについての質
問にお応えしています。

カウンタでは、図書館の利用、資料の探し
方などについての質問にお応えしていま
す。

対応時間は、平日9:00～17:00（12:30～13:30は休止。休日は対応なし）です。

本学図書館を通じて、学外機関からの文献複写や図書の取り寄せはできません。

利用者用
パソコン

4階レファレンスカウンタ横には利用者用
パソコンが設置してあります。学術情報検
索にのみ利用できます。

1階コンピュータコーナーには、利用者用
パソコンが設置してあります。学術情報検
索にのみ利用できます。

ネットワーク利用の際は、認証のための
ID、パスワードが必要ですのでサービスカ
ウンタに申し出てください（学内所蔵資料
の検索については、ID、パスワードは不要
です。4階および5階に専用のパソコンが
あります）。

ネットワーク利用の際は、認証のための
ID、パスワードが必要ですので平日9:00
～17:00にカウンタに申し出てください。
（学内所蔵資料の検索については、ID、パ
スワードは不要です。1階および2階に専
用のパソコンがあります）。

注意事項 飲食、携帯電話の通話、私語はご遠慮ください。貴重品は常に携帯してください。他の利
用者の迷惑になるような行為は慎んでください。

図書を亡失または汚損した場合は、弁償をしていただくことがあります。



14

静岡大学市民開放授業募集要項

共
通
教
育
棟

保
健
セ
ン
タ
ー

人文

理
学
部

正
門

農
学
部

総
合
研
究
棟

放
射
科
学

研
究
施
設

人
文
学
部 大

講
義
室

法
科
大
学
院

第１食堂
フード
ショップ

学務部

第2食堂

大学会館

サッカー場
ラグビー場

テニス
コート

テニス
コート

舞踏場

体育館

プ　
　ー

　
　
ル

事務局

守衛所

教育実践
総合センター

文化系サークル
共用施設

教育
学部

学生
控室

温室

工作
センター

図書館

遺伝子
実験施設

Ａ
Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｋ

Ｉ Ｊ

Ｅ
Ｐ

Ｌ

Ａ
Ａ

Ｂ

Ｇ
L
Ｈ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

C

Ｂ

Ｂ

第３食堂

Ａ

Ｂ

バス停（片山）

バス停
（片山）

バス停
（静大前）

東
名
高
速
道
路

生涯学習教育研究センター

受講申し込み・シラバス請求先

教務チーム

授業関係問い合わせ先

共通教育L棟掲示板

市民開放授業用

6 キャンパス案内図
─静岡キャンパス



15

6 	キャンパス案内図
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7 払込取扱票 記入例

（注意）	 ①赤文字の箇所にご記入ください。
	 ②通信欄に記入する科目番号は、「市民開放授業科目一覧」（P17～25）に記載されている番号を

ご記入ください。

■記入上の注意
◇「市民開放授業科目一覧」（P17～26）等を参考に、受講したい科目の科目番号（左列）を■部分にご
記入ください。受講したい科目が複数ある場合は、「，」「、」などで区切ってください。科目によって受講
料が違いますので、ご確認のうえご記入ください。
◇受講したい科目数を□に記入し、受講料（6,200円、9,200円、13,200円）と掛け合わせた金額を、
●部分にご記入ください。
◇算出した合計金額を◯部分にご記入ください（3箇所）。計算に間違えがないか、再度ご確認をお願いい
たします。
◇△部分にご自分の郵便番号、住所、お名前をご記入ください。こちらを忘れますとどなたからの入金か分
かりませんので、忘れずにご記入をお願いいたします。
◇郵便番号振替払込請求書兼受領証は、受講証が届くまでなくさないように保管してください。

0 0 8 4 0  4 9 8 7 2 5

9 8 7 2 5

0 0 8 4 0  4

静　岡　大　学

市民開放授業
科目番号■， ■， ■ 6,200円× □ 件＝  ●，●●●円
科目番号■， ■， ■ 9,200円× □ 件＝  ●，●●●円
科目番号■， ■， ■ 13,200円× □ 件＝  ●●，●●●円
 合　　　計　　  ○○，○○○円

静 岡 大 学

○○○○○

△△△　  △△△△

△△△　  △△△　  △△△△

△△△△△　△△△△△△△△

△ △　△ △ △

△△ △△△

○○○○○
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8 市民開放授業科目一覧
─静岡キャンパス

8 キャンパス案内図
─静岡キャンパス
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8 	市民開放授業科目一覧

─浜松キャンパス
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年　　　月　　　日

2011年度（前期）静岡大学市民開放授業　受講申込書
国立大学法人　静岡大学長　殿

※身分証明書の写しを添付すること

住 所 〒　　　　－

ふ り が な
性別（どちらかに◯）
　男・女氏 名

生年月日 （西暦）　　　　　　　年　　　月　　　日（　　　　歳）

電 話 （自宅）

（携帯）　

E -ma i l

※休講等の連絡は、大学から（発信アドレス：gakujo@adb.shizuoka.ac.jp）該当の授業を受講している方に
対して、一斉メール配信されますので、E-mailをお持ちの方は、ぜひご記入をお願いします。なお、受信設
定をされている方は、大学からのメールが受信できるように設定をして下さい。ただし、メールアドレスを
お持ちでない方については、個別に電話でご連絡します。

職 業 会社員・自営業・無職・主婦・学生・その他（	　　　　　　　）

受 講 歴 これまでの受講の有無（どちらかに◯）　　有・無　

※市民開放授業科目一覧に掲載されている科目番号と受講科目を正確に記入してください。

科目番号 受講科目 担当教員氏名 授業曜日・時限 担当教員
承認日

担当教員承認印
（またはサイン）

曜日　　　時限 ／

曜日　　　時限 ／

曜日　　　時限 ／

曜日　　　時限 ／

曜日　　　時限 ／

上記授業科目を受講したいので申し込みます。

─────────────────────────────────────────────────────

以下大学側記入欄
受講の登録受付日 受講料の納付日 受講証の交付

（受講証番号）

（交付日）

（注）	受講生の個人情報に関しては、細心の注意を払い、開放授業申込みの確認、開放授業に関する連絡、今後の大学の市民向け事業
のご案内に利用させていただきます。



誓　約　書

　　国立大学法人静岡大学長　殿

　私は、静岡大学の市民開放授業を受講するにあたり、下記のことを遵守することを
誓います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　　年　　　月　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（自署）

記

一、 　受講にあたり静岡大学が行う教育及び研究に支障が及ぶことがないよう努める
とともに、授業担当教員の指示に従います。

一、 　前項の義務に違反し、静岡大学の秩序を乱し、又は受講生としてふさわしくな
い言動があった場合、受講を停止されても甘受いたします。

　　　この場合、納入した講習料の返還を要求いたしません。

一、 　静岡大学の施設、設備等を故意又は不注意により破損したときは、その損害を
賠償いたします。
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